
 

 

 

１０月３０日（日）、赤堀児童館にて「平成２８年度 赤堀地区児童館まつり」が民生児童委員、東京福祉大学 

学生ボランティアの皆さんの協力のもと開催されました。 

今年度の赤堀地区児童館まつりは、「巨大コリントゲーム」や「バルーンアート」、「サイコロじゃんけん」など、子どもが遊べる 

ゲームを多く取り入れて開催し、地元の幼児、小学生、保護者など総勢３０１名の方々が様々な遊びを楽しみました。  

 

 ▲菅原勝也マジックショーの様子 

 

  

▲赤堀地区民生児童委員の皆さま ▲東京福祉大学 学生ボランティアの皆さま 

 

 



 

 

 

  

▲受付の様子 開場前から並ぶ子どもたちも ▲マジックショーの様子 菅原勝也と児童の共演 

 

▲参加者でいっぱいの赤堀児童館園庭 

  

▲皿回し ▲サイコロじゃんけん 

 

 



 

  

  

▲児童館まつりを楽しむ子どもたち 

 

 

平成２８年度 赤堀地区児童館まつり 

目 的 

 （１）児童が児童館まつりを楽しく過ごす。 

    ・子どもを主体として考え、児童館まつりを楽しく過ごせる場としたい。 

 （２）児童館まつりを地域の人たちとのふれあいの場とする。 

    ・子どもたちが地域の人たちとふれあい、お互いに交流できる場としたい。 

 （３）赤堀地区の各児童館の活動を保護者及び地域の人たちに理解してもらう。 

 

 

 


